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お礼と中闇報告

韮啓

大棠災から早くも9ヶ月を経、被災地は秋を迎えています。蔽近はマス・メディアの関心も遠の

き、砦さまのところにこちらの状況が伝わりにくくなっていると思います＂

しかe当地の復興への取組み、被災者の復leへ0)努力1士（可とか続けられています。その中で当述

絡会議も発足直後からさまざまな活動を展開してまいりましたがー 9月末の段嗜でまとめた賓料を

お送り申上げ、併せて9月までの中間会計報告をさセていただきます。

皆さまのこ支援によって今日まで活動を縫続し祖ていることを心から感謝申上げます。

現在連絡会績は二つの分科会活動が中心で、このいずれも96年4月以降恒久的なNGOとして活

動を進めたいと願っています，そのためにお穎りしたこ埓付の担当分をこの二つの分科会へ同して

います。

またこの被災地の「いま」を、裳災—＾年を前にさまざまな形で発信したいと別紙趣意書のように

『四しています，ご参加下されば幸いに存じまする

なお当返絡会議は今年度末で終了し、前述のように二つの分科会が独立して活戯することになり

ます。

したがってこの会計報告は改めて96年4月以降にもう 度差し上げる予定でおります。

仮設住宅での孤独死問題など、当地における間姐は1栢向化し深刻化しています。ポランティア人

員も財政も1液しい状況です。しかしその中でこれからも地追に被災者の支援に取紀んてまいります

ので、栖さまのご閣心とご文援を続けてよろしくお願い「hし上げます，9
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活動報告
(1月19日～9月30日）

阪神大震災地元NGO救援連絡会議
〒650 神戸市中央区栄町通出-3-5

毎日新聞神戸ビ‘9レ3階
TEL,018-362-5851 FAX,078-362-5957 

阪神大匿災地元NGO救援連絡会蔑は、裟災救援のために被災地で活動する民間阿体や

ボランティアグループ間の連絡課整を目的に、神戸NGO協議会 (PHD協会、神戸学生

青年センター、神戸YMCA、神戸YWCA、薬害・医療被害情報センター等8団体）を基

盤に、震災直後IJ)1月19日に結成された。結成直後の 2週間ほどは、通信網や交通網も遮断

された中、スタッフやボランティアの涸人的関係を通した清報を元に手当り次第に速絡を

取り、その要謂に場当り的に応えることしかできなかったが、状況が落箸くに連れ、様々

な地域の多様なグループとの連絡が百能になり、調整の幅も広がった。以下に当運絡会の

主な活動をその変化と共に報告する。なお、連絡会議自体の活動は1996年3月末で打切るが、

分科会独自の活動は必要な限り続行する。

1” 団体間の連絡圃整

（］）全体会譜の開催 救援関連団（本の全体会證。団体の代表者が情報交換したり、

共同行動を呼びかけたりする。後方、会湯の準備、進行、記録などの世話を事務熙が

行う。 4月までは 2週間に一度開催されていたが、緊急度が減り撤退していく団体も

多くなったので、 5月以降は月に一度の開催とした"参加団体の数は第 3回 (2/28)

の80団体¥20名をピークに2~3月ぱ60国体程度、 4~6月は40匝体程度、 7月以降は30団

体程度と減少頑向である。

（2)情報の整理と発信：救援関連物炎や人王の過不足の闘整。イベントの紹介、さら

にはその他関連する様々な情報を整理し、有用と思われるものは各団体に知らせる、9

具体的な手段としては、ファックスによる詞時配信を約140団体に対し「かわら版」を

送っている， 2~4月1註週 3回、 5~6月1文還2回だったが、情報暴の減少と他の分科会の

フ了ックス通信としへ閑係で、 7月以降週＼回発行しているし 9月末まで通巻で69号を発行。

2.提営・啓発活動
市民とNGO、NGOと行政、市民と行政をつなぐ鋤きとして、多方面にわたる被災

者支援プログラム、会議、シンポジウム、研修会などに参加し、発言の機会をとらえて

きたc 具中的にはパネリスト・講低などの役割を祖い、行政による各積委員会に所厩す

ることにより、また新閑書出版刊行物などを通しても提言、啓発の活動を続けている C

3．分科会への協力

第2回全体会議 (21141 において6つめ分科会が生れ、その後役目を終えたものや自然

消滅したものもある。溝成する団体は、分科会の性質により異なるが、独自に会合を持

ち活動する。その会合の世話や情毅の披理を当会湯室事務局が担当、，その趣旨と活動内

容、成行きは以ドのとおりであかなお9月末現在活動中の分科会は外国人救援分科会

（外国人救援ネッヽと名称を変更）、 5月始めに発足した仮設分科会（仮設1主宅支援連

絡会と名称変交）の2分科会である n

(1)外国人救援ネット（外国人救援分科会）

外国人、特にオーバ-ヘステイり）人々の為の救援文ットワークで、被災外国人の生活
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相談、緊急援助、行政との祈衝などのために活動。初期には救援情報の提供や生活資

金の援助など直接的な支援、その後1士行政との折衝など間接的な支扱を実施0 6月中句

には被災外国人の高額治療費カパーのために「渭代り基金」を発足し全国に呼びかけ

る"g月には、還2口の「ホッ kライン」を設置して数力国託で対応できる体制にした。
12:まちづくり分科会
初期には、 3回にわたるシンポジウム「神戸からの報告」を通して、被災者、ボラン

ティア、行政の3者からの祖点から展災体験を検証3 続い℃まちづくり案を市民から

公募する等して、市民参加による復興計画を推進するが、その後参加団体減少のため

活動を休止する。

(3) ポランティア問題分科会

被災地でのボランティア活勤の全貌を記録に残し＿今後に役立てることを目的にチ

一ームを組んで4月から震災活勤・記録室として活動を開始。それ以前は、ボランテ

活動に関する諸問題をその解決方法などの佗報交換の場として機能。 5月13日には［や

ったことを記録に残すポランティア大集合」というシンポジウムを開催し、 )50余名が

記録等資料を持寄った。＆月始め集めた資料の一覧を＝心に＂中間報告”をまとめ、関

係諸同体に送付。 9月ェ旬にNGO連絡会繕から独立し、事務所を別場所に移した。関

係団体・個人iこ「記録室通信」をFAX通信している a

(4)保建医療福祉分科会

初期は医療援功団｛材閉の情報公開が主だっだが、 4月には主に了スベスト粉塵問題と

いわnるホ・ームレスの人々の医療福祉問題に取組むが、参加団体減少のため活動を休
止する2

(5 I行政の物資分科会

市や県に委託された救援物資を、民間団体が使用できろよう折衝することを目的に

作られた， 3月下旬で役割を果し、、解散した。＜

(6 I情報ネットワーク分科会

震災救援の情骰のやりとりの場とし・てパソニン通信の使用を推進することが主な目

的だったが、分科会自体はさほど活発でなかっ応・その考え方はその後、インタ-v
ネットやニフテオーサーピスの震災7オ‘ーラムなどによって実翌に慈されている，

(7)仮設住宅支援連絡会

マスコミで孤独死の相1題が取上げられた5月杭めに、緊急の仮設住民安否確認の必要
性と共に発足。大まかな調査は7月上句で終了したが、今後、仮設住民（し＿いては被災

者全員）の自立，仁沿にどうポランティアが閣わっていけるのかを課題に、県や市と

も話合いながら忌の長い活動を目指すn 関供各団体にFAX通信「じゃりみちJを送

っている，

4．その他

(1) サハリン支援

5月28日に起きたサハリン地霰に対し、 5月30日より支援体制をとり募金活動，救援

物資のとりまとめ等を行った。 6月9日まで当会誰スタッフ1名がアジア医前直絡会證

(AMDA) と共詞で救援活勁にあたり、引続き7月7日まで日本内航海運総連合会の

援臥を受けて、スタッフ3名が支援物資70トン（コンテナ13本）を現地に届けた。躾金

活動は8月末をもって終了。別途報告ぬ予定。

12 I文化価値の高い文書・璽要苫類当の保存、條復ー文化情報祇＝
専門家をリーダーに、剃壊家屋等からの私有文化財（り救出と破損状況の潤査などを

被災地全域で実池ずる（出勁件数は 17件），ま t•被災地内の文化施設320施設に対し、
被害と対策に関するアンケートを行って実態を把握しデータ化する r ニーズも減った

7月末をもって終了u
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阪神大震災地元NGO救援連絡会議
1 9 9 5年度後半期活動方針
(1995_ 9. 6) 

活動経過

懲災匝後の緊迫した救命・救出活前の実践は2月中旬から避難所及び在宅避難者への救援
活動へと展閲した。 4月中句には l2 4万人といわれたボランティアは急激に減少したc
避難所から仮骰住宅に移った禎災者への支援活動は5月下釦から約 1ヶ月余り緊急に阪り
粗んだサハリン大地震救援活動で必ずしも十分とは言えないまでも現在中心のボランティ
ア活動のひとつになっている。
他に連絡会議立ち上げ時から取り組んでいる滞日外阻人への救捻活動は恒久的な専業への
展望を開きつつ継続している。また、 3月下旬から開始された震災活動記録のまとめにつ
いても大枠を設定し整理していかねばならない。
嗅災発生後すで1こ7ヶ月余り経過した，被災者の多くは自立への展望を見出しにくく苫慮
している問類は深刻化しつつある。したがっでこの状況に対応し得るボランティア活助
の必要性は高まっている。

活動方針

末曾有の窟災救援活動はわれわれにとって未卸の経験である。したがって現状に甚づいて
次の時点を十分に予測し得る択ではない。連絡会議立ち上げ峙のスタンスである会議自体
は後方にあって各NGQ、ボランティア団体の連絡詢整1ご徹するという方針に基づいて、
まず被災者の現状を理解しそこにある問題1,誠実に取り往んでいきたい。しかし、してあ
げる者としてもらう者という関係を極力排し、被災老が自力で歩むこ1:(/)できる応援を巾
心にしていきたい．
同時にこの震災救援活動を迎じて地域民主主義の実現1こ資するボランティア活動を実践し
たいn

活動計画

連絡会議は甚木的に、被災地における救援活動が円滑に進められるための速絡調整および
会議が生み出した分科会の事業をより効果的に進める。また第 11,1から第 10胴1こいたる
辿絡会議全体会議1よ継続してil暉し、今後救援活動現届から提起された全休に共通する問
陛は、従来通り全体会議で協講する。

[!]連絡会議事務局

1.連絡閻賂活動
a. 被災地域内のNGO・ボランティア団休「！1］の連絡開棺
b.政府・行政との連絡閥整
c. 園内外のNGO・ボランティア団休間の速絡調整
d. マスメディアとの連絡

2.提首活動
a 政府・行政への提言
b. 市民礼会への提言
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3．情宣活動
事務局を媒介する情報の発信・受信活動

[2]分科会

1，外国人救援ネット

甜日外国人を中心として生活救援などを恒常的に取り組む組織づくりの可能性を含
めて救援活動を継続する。

2,仮股住宅支援連絡会

救援を必要とする市民のニーズに応えつつ、これらの人々の自主｀目立に資する活
;li/）を継統する。

[3]震災活動記録のまとめ

8月初旬のrl1!1lJまとめをもとに大枠を設定し、活動を料続する。

運営組織

以下の代表によって運営組織を形成し円滑化を計る。
神戸NGO協議会代表、他地域NGO代表、連絡会隈代表 分科会代衷、事務局施設提供機
関代表など。
1：記の運営委員の他に監事2名をおき監査を褐る。

事務局

5月以降屯務局長の後任人事が決定できないままである，今後も必ずしも可能性は高くな
ぃ，したがって従来通り総務財務、情宣など事祁局総合業務以外は分科会宇務局スクッ
フによってプロジごクトは運営される・。ただし、相丘の＇情報交換等 1ま従来通り密接に実j瓶
し、事務局全休のチームワーク向上をめざす。

活動期nu
救援連絡会讃立ち［ザ時及び 19 es年4月の方針通り， I 996年3月までとする。
なお、各分科会などについては、 1 9 9 6年4刀以降必要に応じて継続しうるものとする。

活動資金

現在までに受託している寄付を中心に、分科会事菜費、事務局巡営費をまかなう。
資金運営は運営委員会の議を経て決定し、これには連絡会議参加団休から選出された監事
の監査をへるものとする。
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阪神大震災地元NGO救橿運絡会議

会計報告 (1995t19~9.30) 

. -- 一』ー --,  
収入 支出 後半期 (i9蒻 10.'~19963 31)--f算

支援募 (203L.l) 5 2, 0 331 5 2 3 事務局運営費 1 3, 6 28, 2 l 6 享務局運営費 13,000,000 

受取利閉 133, 148 奉務経費 （江l) 3 0位． ,[81 旋設費 5,0G0,000 

雑収入 11？下220 通信運搬費 （注2) 2,271,216 卒業登 (l)外OO人救援ネット 8.000, 00{I 

活助費 （注3) ,s, 314, 489 (2)仮設支援迪絡会 IO, 000, 000 

享栗費（外国人緊急校助など） 399,253 助成金，:震災活動記録室） 3コuo()，090

~- L-

計 52, 288, 8g 1 計 i丸227,<t69 計 39,0C0,000 

残 高 ~8. 02g, 422 

（注l) （9品・消粍品・印>1製本・盗釈・会攘費・保険料 ·A柁•-距視・賛借料など

（注2）電話代・郵便桜・宅急使など

｛注3）交漁費・スタッフ活動費・ポランティア食費補9）・ポラソティア宿泊所水光熱費など

会計監査報告 (1995,1,19~930) 

阪99大票災地元NGO枚接連絡会議の L9 9 5年し月より 9月までの財務枯表および会計害類を監査した結果、

逝正に運営されていることを認めます。

1 9 9 5年10月27日

監事止や

監直＼匂オ了

ぶ］色

太哀「闘

事務機器等の寄贈、貸与でご協力下さった方々（順不同散称略） 1995.1.23~9.30

（社）経済団体連合会

日本モトロ—ーラー（殊I

アップルコンピュータ 9株）

（コピー機、パイク｀携帯堂話）

（携咎誼99、照線磯；

（パソゴン、デジタルカメラ）

日本ヒューレット・パ9,カ-ド 1プリンター）
佐々木康も

植松技研（有）

エール学園

浦井竜太

ムラテック

（ノートバソコン）

（ノートバソコン）

（パソコン）

（パソコン、プリンター）

(7Tックス槻）

国際ロータリー第2680H』「£震災復奥委員会 （バイク）

兵凪リコー（株）

PllD協会

セノクレットラン

（財）沖戸匝園彰）センタ 99ロ

神戸市

兵底県

印ドキリスト敦防神戸東部教会

内伍 トシヒデ

蒔田秀一

（ュピー関連消耗品）

(+r，~ 時!ii

（自転車）

（自転庶、，帯究991

（臣拒取）

（携帯a話）
（ポット）

（ノートパ）コン）

（ノートバソコン）

ここに記しました以外にも、多くの方々にご協）」いただきよした．こころが当初の2ヶ月余は大混汎の中にあり｀必ずしも寸

べてが当会議において明確になっておりません。このレストの言仕人もれや誤りなど、お気付きの方ばご——恨 lてさい。来年3A 末

には，できるだけ正確なリストを作るよう努力してまいり七す。
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阪神大震災地元NGO救援連絡会議

募金を寄せて下さった方々 (203口順不同敬称略） 1995 1 23~9・30 

埠：ポランティアグ9レープ 日本キ!A卜敦団まぶね教会（暉1)

餌家族キャンプ（哨） 坂井修一

訓渭l 瑞穂アジア塾

白上経子 鶴J||•ンオン幼稚面

甜平益日 （財）国涼協力推追協会

剖相稚子 高橋博史

NGO活動推進妙H3回） 原谷勉

冷水豊 渡辺寿男

ケイツ佳寿＋ 中村精子

新混市民映囲館氾・9イ9F(3回1西1峨 芙佳

中村頑子 PHO飛騨支部

高橋呉理子

加門一男

関西セミナーハウス

柘 寿火

}ll橋幸子 堂本暁子

菊池女子，9夜oo際交流9jr(9同）イチカワ サカエ

安田康平 日本礼入卜教掃／、造風会新湛支部

恒辺俊男

夏克防災設備（株）

原 浩子

アジアを考える会

恵尿女学園大学・短期大学

山田倭子

木卜恙美

小野狂子・小Iii健一郎・直子・・道姓

関西NGO協議会（雫II

1財）水1癸病センタヽー相思社

藤沃アサ子

凶籟真也・恭デ冥旦罷宣

9辺芳包 (3回）

チャイルド本祁有忌 草の根援助運勁 PHD協会島根保支部

山口必則1,回）

讚本干鵠子

ね ジュンコ

看Ill l直司

小野原 祐子

ツーアンドビー研究所

F戸女学院大学図寄館

9木勝男

井（・ ハ；レつ

丹野美穂

野毛印刷社（株）

西原恭子

オダ ヒロコ

正木 ／＼霞子

グ9レープ~ポカラ

渚召のマルショウ

兵庫評斉）薬局

サンシン貿g運輸（有）

カネヒラ カスプリ

大谷寺修学院

野の花マーケット

菱沼スミ子

岩佐康・f

l函際協力推進協会女性有志

北星学函女子中学校

亙地賢・1,固I

江国五F

河本道雄・めぐみ

日本宮院飢餓対策機椙

次木上業面校定時制

八代尚了(9回｝

0野市地祓ケT研究所

約井桂子

林幹向・埼玉県立坂戸ろう学校生徒会 岡仕 俊男 姫路窓教会

馴l教

柿沢光子(2回）

9谷修冶

シンポシウムカンパ

河本まさ

井上払

仁太都比子

1社f±l此綺再年協会

小尾二郎

早目馨

品巨患

牧旧吉明

亀谷雅子(3厄I

大谷孝之(3l豆）

ムラタマ＝ト

杜勢俊彦

菊19l 兼男

日本グルントヴィ召会

株住フリーマーケットの会

秋尾敏

巾田豊一

キyチン.セアド・ハ9レ12回）

梢n 武19

昔林敦 t -999［ヒロシマ アクシSノ 日本午，'朴教団い戸東部教令 KE!0,＼CA0碑 ofXe● York太社

東京小品塾 ト噴洋哭：2回）

サヘルの会有志 加藤登紀子

東京ポランティアセンクー 兵）・只同際交流協会

、宮島根光協会

埜紀子倶楽•;

森改£

伊藤袂柑

扁野真利子

東京実業廷康（品l灰組合位睦会

」t9匹に99ィヤ'‘~ごー9'9 年ー了ント』 9 註二臼 t99- （ 9池i .'，CA 内） 無，ら 東京実業健康はl突組合親睦会ーロ1

（財）とよなか国喋交流協会：アジア｛品牲研修所

土記巨拉！

咽 0州9)91lの市ギ務蘭

兵序県立；，、野麻校

原野直姿(3回1

佐藤弥生

国際エンゼ iレ協会

四戸新聞厚生事業虫

NGO福岡ネットフーク （牝）経済（歪体連合会

阪神大裳災被災者文援長崎限市氏の会

大熊 l径FI嘩 l） 楠 公千

阪大医学那第一内科糖尿航研究五

小1呆方忠女子 桜台1品存国

あ・・と らんだむ ぽ路あけぽの伝這所

哀京棉立小松"屈佼文＇ヒ祭実行委員会

山下 9拌 •f- 福la 恰

中村公子

野咀千春 木庭母弘

品n允湿 日本れ1教婦人塙風会●宮支笥

ジャパンエ・"''ーセンクー 熊谷 •醤（国）

白月薬烏白J9 出保 窃ト暉枝

徘泄ケア研究会几州 浣藤はる、い2回＼

虹ll 希 辻村匡

北几州市立呪阿lヽ芋校l,rA 兵庫県立神戸F,lt杯佼9年3組F9E

国際交祝9サ ＼iASA & 9ild 29か卜実行委員会

福村 ill9二 95年度松窓恨実行委員会

9勺和ー，に市民による面外協力の会(2l包）

国際ロータリー第2680地区震災復興委艮会




